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実験に用いた生地は，表地はブロード，デニム（各々綿 100%), ジョーゼッ ト， ツイード
（各々毛100%），ジャガー ド （ポリエステル 100%），ソフトデニム （綿60%，ポリエステル
40%），リ ングツイ ード（毛84%，ナイロ ン16%）の計7種類。
芯地は，毛芯 （毛 100%), （毛95%，絹 5%）の 2種類，パン ピー ス （毛95%，絹 5%）計
31重要買を使用した。









云三1 糸密度（本／2 .54cm) 中且 車識 組成 （%） ）手さIm晴 タテ糸 ヨコ糸
ブロ ド 平 織 キ晶 100 0.24 137.2 67.7 
T ム 綾 織 事鳥 100 0.70 43.6 16.7 
ソフト テ？ニム 綾 織
指南 60 
0.37 108. 8 60. 1 
ポリエステル 40 
ジョーゼソト 平 最強 毛 100 0.67 59.3 59.2 
ツ ィート、 平 手法 毛 100 1.29 20.3 17.8 
リングツイード 平 A抜 毛
84 
1.87 39.8 37.3 
ナイ ロ ン 16
ジャ ガ ー l、 綾 j哉 ポリエステル 100 0 .13 105.8 99. 1 
表2 資料の性状（芯地）
kご（ 糸存j度 （本 ／2 .54cm) 組 議並 キ且成 (%) 厚さ州 タテ糸 ヨコ糸
毛 ，じ、 平 織 毛 100 0.54 43.6 41. 5 
毛 →，u ← 平 織 毛 95 0 .40 47.8 46. 1 
絹毛 5 
ノfンピス 平 織 95 0.3, 48. 7 44.0 車目 5 
3.首回りの計測
写真 lに示すように，計測の基準となる位置に基準点を入れる。
フロン トネッ クポイ ント……前中央の首つけ根位置にあたり，左右鎖骨の中央でややくぼん
でいる位置。




















































2種類の型紙により， 表 1の資料7種類につき縫製を行った。ジャガー ド， ブロード，ソフ
トデニム，デニムについては表布のみで仕上げ，ジョー ゼy ト（パンピ スー芯毛95%，絹5%),
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図1 シャツ ・カラーの製図
衿こし ① ② 切り開く






























ツイ ー ド （毛芯毛100%），リングツイード （毛芯毛95%，絹 5%）にはそれぞれ芯をすえた。
表衿布，裏衿布，芯布，すべてたて地で裁断した。芯は八刺しでとめ，出来上がり縫い代幅は


































































































































「可 衿外回り寸法 衿外回りの増寸法 衿外凶り寸法 衿外回りのI曽寸法8 6 
ン 苛’ ガー ド 56.0 50.2 
フ ロ ド 56.0 50.2 
ソフトテザニム 56.6 0.6 50.2 
j-' ム 59. 7 3.7 51. 6 1. 4 
ジ ョーゼ y ト 60.5 4.5 52.0 1. 8 
") イ ド 63.6 7.3 52.8 2.6 


































































表4 打合いと衿幅との関係 (cm) 
素了、ゴ号 下前衿幅 上前衿！隔との差 下前衿幅 上前衿幅との差7 5 
ジャカ、一 ド 7. 2 o. 2 5. 1 o. 1 
ブ ロ ド 7. 3 0. 3 5. 2 0. 2 
ソ フ ト デニ ム 7. 5 0. 5 5. 3 o. 3 
ア ム 7. 6 0. 6 5.4 0.4 
ジョーゼ y ト 7. 7 0. 7 5. 6 0. 6 
ツ イ ド 7. 8 0. 8 5. 7 0. 7 








ガードで，衿幅の広いものは 0.2cm，狭いものは 0.1 cmの差で、ごく わずかの増量であるが，厚















































































た衿の幅や衿の形， 素材の厚さな ど，各自のくせや特徴を持った体形な どが影響している製図
とのかかわり が明らかになった。
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